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別表3
地域の野生生物保全に関する情報入手について

番号 園館名 文献 会議 その他
1 円山 AZA Reintroduction Advisory Group (1992):

Guidelines for Reintroduction of Animal Born
or Held in Cativity

2 円山 The IUCN/SSC Re-introduction Specialist
Group (1998): IUCN Guidelines for Re-
introductions

3 円山 Scottish Natural Heritage (1996): Sea Eagle,
Scottish natural Heritage

4 旭山 北の野鳥：旭川野鳥の会 オジロワシ野生復帰研究会
5 旭山 エゾリス：エゾリスの会
6 旭山 ひがし大雪だより：ひがし大雪博物館友の

会
7 旭山 野鳥だより：北海道野鳥愛護会
8 旭山 自然保護調査報告書：旭川市環境課
9 帯広 北海道各支庁、林務

課自然保護係
10 帯広 北海道環境科学研究

センター自然保護部
11 登別
12 釧路 正富正之他(1997)：1995年と1996年の北海

道におけるタンチョウの繁殖、専修大学北
海道短期大学紀要、29

保護増殖事業者連絡会議及
びワーキンググループ会
議(タンチョウ、シマフク
ロウ)

各種ニュースレター
サポート(野生生物救
護研究会）
TKGニュース（タン
チョウ基本調査グ
ループ）
ツルネットワーク
ニュースレター等

13 釧路 正富正之他(1997)：北海道における1996年
と1997年のタンチョウ越冬個体数、専修大
学北海道短期大学紀要、30

14 大森山
15 盛岡 岩手県：ニホンツキノワグマ生息実態調査

報告書
岩手県ツキノワグマ侵出防
止技術検討会

16 盛岡 東北ニホンザルの会(1997)：東北地方のニ
ホンザル、ステータスレポート

盛岡市イヌワシ保護専門家
会議

17 盛岡 岩手県(1993)：特殊鳥類生息実態調査報告
書

18 盛岡 岩手県(1999)：イヌワシ生息状況調査報告
書

16 八木山
17 宇都宮
18 桐生
11 群馬
12 草津
13 かみね
14 宮沢湖
15 大宮 埼玉県希少野生生物調査報告書（平成８

年）、埼玉県環境部自然保護部
16 埼玉動 さいたまレッドデータブック 埼玉県希少野

生生物調査報告書 動物編（平成8年）、埼
埼玉県生態系保護協
会と情報交換
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玉県環境部自然保護部
17 埼玉動 さいたまレッドデータブック 埼玉県希少野

生生物調査報告書 植物編（平成9年）、埼
玉県環境部自然保護部

18 埼玉動 日本の絶滅のおそれのある野生生物 レッド
データブック 環境庁編
無脊椎動物編 （1991年）

19 東武
18 智光山
19 上野
20 多摩 ・コウノトリ懇談

会(1999年から関連６団体
と）
・域内保全会議（関連機関
との協議）
・東京ホタル会議（機関誌
［Ｌｕｃｉｏｌａ」を発
行）

・機関誌（日野の自
然を守る会、八王子
カワセミ会、日本野
鳥の会）
・奥多摩の動物展示
（調査機関での情報
を提供）

21 井の頭 矢竹ら(1986)：ニホンリスの分布域回復試
験、哺動学誌､11(3/4)

22 井の頭 矢竹ら(1999)：人工放獣されたニホンリス
の空間利用、哺動学誌､39(1)

23 井の頭 柳田ら(1990)：ニホンリスの分布域回復試
験Ⅲ井の頭公園、哺動学会講演要旨

24 大島
25 羽村
26 板橋
27 江戸川 江戸川自然クラブ「セイタカシギ」 偶数月

発行
26 行川
27 千葉
28 市川 隣接している自然博

物館より地域野生動
植物の情報入手

29 夢見

30 野毛山

年１回横浜市ミヤコタナゴ
保護育成検討会を開催、現
地視察を実施。メンバーは
学識経験者７名、県内の施
設４，県文化財課、誌教育
委員会文化財課で構成

31 野毛山 ・神奈川県率博物館調査報告（自然科学）
第７号、神奈川県レッド生物調査報告書、
平成７年、神奈川県立生命の星・地球博物
館
・日本の帰化動物、(1988)、神奈川県立博
物館

傷病鳥獣保護連絡競技会、
年３回

32 横金沢 ・円海地区の生物調査報告、昭和５７年、
横浜市緑政局
・円海山近郊緑地特別保護区内緑地保全管
理計画、平成元年、同上
・金沢自然公園生物調査報告書、平成４
年、同上

33 よこはま
34 小田原 ・神奈川自然誌資料
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35 遊亀
36 富山 ・文献多数 日本哺乳類学界  日本鳥学

会  森林野生動物研究会
新聞記事,テレビ･ラ
ジオ、口こみ情報

37 高岡 ・高岡生物研究会・高岡地学研究会
（1985年） 高岡古城公園の自然  桂書房
・富山県（1989年）富山県の鳥類
・富山県（1987年）富山県の両生類・爬虫
類
・富山県（1988年）富山県の昆虫類

38 石川 ・石川県自然保護課（1999年） 石川の動植
物 石川県
・日本野鳥の会石川支部（1998年） 石川県
の鳥類 石川県
・ツバメの生息一斉調査結果（1972～毎年
１回） 石川県県民運動推進本部
・いしかわ人は自然人（1998年～年4回）
同編集委員会  橋本確文堂
・石川県淡水魚類研究会（1996年）  石川県
の淡水魚類  石川県
・石川県環境安全部自然保護課（1999年）
石川の動植物  石川県
・身近な自然編集委員会（1993年）  石川の
自然、身近な自然  石川県
・平井賢一（1992年）  手取川扇状地におけ
る淡水魚の減少傾向  日本海域研究所報
告24
・松村初男（1996年）  ウミガメ類 石川県
の両生爬虫類  石川県
・松村初男・山下郁（1996年）  石川県沿岸
におけるウミガメ類   のと海洋ふれあいセ
ンター研報（2）
・松村初男・宮崎光二（1996年）  ヒメウミ
ガメの石川県への漂着と日本海沿岸におけ
る漂着記録再調  南紀生物38（2）
・石川県（1996年）  石川の自然環境シリー
ズ  石川県の両生爬虫類

石川県レッドデータブック
作成委員会（石川県）    
夕日寺健民自然園整備委員
会（石川県）     野鳥と農
業を考える研究会（金沢
市）

39 鯖江
40 小諸
41 須坂
42 茶臼山 長野県動物園連絡会 県より野生傷病鳥獣

救護事業を委託され
た長野県下の動物園
６施設と県森林保全
課との野生傷病鳥獣
救護に関する会議

43 飯田 伊那谷自然友の会報 飯田市美術博物館職
員・飯田市林務課職
員・長野県飯田地方
事務所林務課職員よ
り情報入手

44 大町
45 楽寿園
46 富士
47 伊豆バ
48 シャボ
49 熱川
50 日本平 県自然保護課との定例会議 野鳥の会から情報入
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手
51 浜松
52 豊橋 東三河野鳥同好会機

関紙「このはずく」
（月刊）

53 東山 ・岐阜県哺乳類調査研究会発行 （1984年）
岐阜県における哺乳類の生息状況と環境教
育    ・岐阜県哺乳類調査研究会編
（1987年）  続・岐阜ふるさとの動物たち
岐阜日日新聞社発行    ・リス研通信  守山リ
ス研事務所発行

54 モンキ ・石川県白山自然保護センター研究報告
（1997年）  石川県白山自然保護センター    
・白山の自然史 18 手取川の地形（1998年）
石川県白山自然保護センター      ・はくさん
（1998年）  石川県白山自然保護セン
ター      ･藤原岳（1998年）  藤原岳自然科学
館     ･自然保護（1998年）  日本自然保護協
会     ・活動報告書 平成9年度（1998年）  福
井市自然博物館     ・福井市自然史博物館研
究報告（1998年）  福井市自然史博物館
・豊橋市自然史博物館研究報告（1998年）
豊橋市自然史博物館     ・豊橋市自然史博物
館資料集 （1998年）  豊橋市自然史博物
館     ・鳳来寺山自然科学博物館情報
（1998年）  鳳来寺山自然科学博物館

機関としての情報収
集は行なっていな
い。

55 豊田
56 岡崎
57 御在所 ・カモシカ～氷河期を生きた動物～

（1991年）  信濃毎日新聞社     ・土井庄一
郎  ニホンカモシカの生活（1985年）  築地
書館㈱     ・永井富久  野生動物救護ハンド
ブック～日本産野生動物の取り扱い～
（1996年）  文永堂出版      ・花村仁八郎  世
界の動物｛分類と飼育７｝偶蹄目
Ⅲ（1988年）  （財）東京動物園協会

鈴鹿山地カモシカ保護地域
会議

58 京都
59 和歌公
60 南紀
61 あやめ
62 みさき
63 天王寺 ・大阪市立自然史博物館編集 「Ｎａｔｕｒ

ｅ Ｓｔｕｄｙ」  大阪市立自然史博物館友
の会発行     ・「都市と自然」  社団法人 大
阪自然環境保全協会発行

64 牧方
65 五月山
66 甲子園
67 宝塚
68 王子
69 姫路動 ・兵庫県レッドデータブック  兵庫県     ・

兵庫の野鳥（1984年）  神戸新聞
70 姫セン ・兵庫県環境政策課・林務課監修 「自然と

ともに」  財団法人ひょうご環境創造協会
（年４回発行）

71 淡路
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72 池田
73 栗林
74 徳島
75 とべ ・鳥学会誌（日本鳥学会）     ・ゴジュウカ

ラ（日本野鳥の会愛媛県支部東予支部）
自然観察指導員の集
い

76 高知 ・日本の天然記念物 講談社 ・日本哺乳類学
界編 レッドデータ日本の哺乳類 文一総合出
版 ・エコロジーガイド 日本の絶滅危惧生物
保育社 ・（財）自然環境研究センター編 野
生動物調査法ハンドブック ・ニホンカワウ
ソやーい！ 高知新聞社 ・カモシカにあった
日 高知新聞社 ・データベース高知県の野鳥
（1986～1993） 高知県保健環境部 ・四国山
地カモシカ特別調査報告書（平成6・7年
度） 徳島・高知県教育委員会 ・日本の天然
記念物  講談社     ・日本哺乳類学界編  レッ
ドデータ日本の哺乳類  文一総合出版     ・
エコロジーガイド  日本の絶滅危惧生物  保
育社     ・（財）自然環境研究センター編
野生動物調査法ハンドブック     ・ニホンカ
ワウソやーい！  高知新聞社     ・カモシカ
にあった日  高知新聞社     ・データベース
高知県の野鳥（1986～1993）  高知県保健環
境部     ・四国山地カモシカ特別調査報告書
（平成6・7年度）  徳島・高知県教育委員
会

環境庁自然保護局実
施の種の多様性調査
集計結果

77 のいち 県環境保全課、森林
政策課、民間団体と
の情報交換

78 広島 広島市教育委員会 1988 広島市の動植物 広
島市教育委員会  府中町生物実態調査団
1988 府中町の動植物 府中町教員委員会 名
勝弥栄峡総合学術調査団 1979 弥栄峡の自然
名勝弥栄峡総合学術調査委員会  広島県林務
部自然保護課 1980 広島県の野鳥 広島県林
務部自然保護課   日本生物教育会広島大会
編 1982 広島の生物 第一法規出版 
環境庁 編 1980 日本の重要な昆虫類(中国版)
大蔵省印刷局  中国新聞社 編 1989 動物たち
は今･･･ ぎょうせい 
大泰司紀之･中川元 編著 1988 知床の動物 北
海道大学図書刊行会  大分生物談話会 編
1981 大分の生物(植物･動物) 大分合同新聞
社   比婆科学教育振興会 1983 広島県の鳥 中
国新聞社   西城町教育委員会 1979 西城の自
然 西城町教育委員会 
日本自然保護協会 1979 動物分布調査報告
書(両生･は虫類）全国版 日本自然保護協会 
日比野政彦/大藤由美子 1980 広島湾八幡川
河口の鳥類    日本動物園水族館協会 1974 稀
少鳥類の保護増殖に関する調査研究報告 日
本動物園水族館協会   芸北町中央公民館
1991 芸北に今､新しい息吹 芸北町教育委員
会 
比婆科学教育振興会 1991 広島県の淡水魚
中国新聞社 

・温井ダム環境調査委員
会     ・宮島町鹿対策協議
会     ・広島県安佐北区野
猿被害対策協議会     ・広
島市生物調査団     ・岩国
市シロヘビ調査研究委員会

（財）ダム水源地環
境整備センター、宮
島町、広島市安佐北
区役所、広島市環境
局環境企画課、岩国
市

78 広島 北海道生活環境部自然保護課 1988 天売島ウ
ミガラス生息実態調査報告書 1988年3月
北海道生活環境部自然保護課 1989 天売島ウ
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ミガラス生息実態調査報告書 1989年3月
北海道生活環境部自然保護課 1990 天売島ウ
ミガラス生息実態調査報告書 1990年3月
北海道生活環境部自然保護課 1991 天売島ウ
ミガラス生息実態調査報告書 1991年3月
北海道生活環境部自然保護課 1992 天売島ウ
ミガラス生息実態調査報告書 1992年3月
財団法人 日本野生生物研究センター 1991
野生動物分布等実態調査報告書 ヒグマ･エ
ゾシカ個体数調査概要版

78 広島 北海道保健環境部自然保護課 1991 野生動物
分布等実態調査報告書 ヒグマ･エゾシカ個
体数調査1991/03  
北海道保健環境部自然保護課 1992 野生動物
分布等実態調査報告書 ヒグマ･エゾシカ個
体数調査1992/03  
芸北町教育委員会 1992 芸北町自然学術調査
Vol.1 1992  芸北町教育委員会 1992 芸北町自
然学術調査 Vol.2 1993  
中国新聞社 1989 動物たちは今･･･ ぎょうせ
い   芸北町教育委員会 1994 芸北の自然 芸北
町教育委員会 
川上 一清 1995 広島県におけるアユ･マス･
コイの養殖亊蹟 川上 一清  広島県 1995 広島
県の自然と野生生物 中国新聞社
村山 美佳 1991 北海道におけるアライグマ
の帰化研究 北海道大学大学院文学研究科平
成2年度修士論文
三重自然誌の会 1995 自然のレッドデータ
ブック･三重 三重県教育文化研究所
島根県邑智郡瑞穂町教育委員会 1995 特別天
然記念物オオサンショウウオ生息分布調査
報告書 島根県邑智郡瑞穂町教育委員会
水岡 繁登 他 1995 広島県の自然と野生生物
中国新聞社   広島県編 1995 広島県の絶滅の
おそれのある野生生物 ぎょうせい
比婆庄原小学校理科教育研究会 1993 比婆山
連峰を探ろう-植物たちの世界を- 比婆科学
教育振興会

78 広島 安芸熊野の自然誌編集委員会 1996 安芸熊野
の自然誌 熊野町教育委員会  (株)エイトコン
サルタント 1994 平成5年度斐伊川河道内小
動物調査業務報告書
高原の自然史編集委員会 1996 芸北高原
ミュージアム研究報告   高原の自然史 第1号
芸北町教育委員会 灰塚ダム地質動植物学術
調査団 1996 灰塚ダム湖とその周辺の自然
高原の自然誌編集委員会 1997 芸北高原ミュ
－ジアム研究報告 高原の自然誌  第2号 芸北
町教育委員会
島根県環境生活部景観自然課 編集 1997 し
まねレッドデータブック 動物編 島根県環境
生活部景観自然課
島根県環境生活部景観自然課 編集 1997 し
まねレッドデータブック 植物編 島根県環境
生活部景観自然課
日本野鳥の会広島県支部編著 1998 ひろしま
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野鳥図鑑 中国新聞社 
阿部  永  ・横畑泰志   編 1998 食虫類の自然
誌 比婆科学教育振興会 
広島市ハト対策検討委員会 1999 広島市ハト
対策実施報告書 社会局保健所動物管理セン
ター
モグラたち、そして野生動物たちの今は
1998 比和町立自然科学博物館・比婆科学教
育振興会 比婆科学教育振興会
広島県ツキノワグマ保護管理計画 1994 広島
県ツキノワグマ対策協議会
クマ被害防除のための電気牧柵設置マニュ
アル 1997 自然環境研究センター

79 福山
80 徳山 ・山口県野生鳥獣関係調査

報告会     ・鳥獣保護対策
調査      ・有害鳥獣駆除対
策調査      ・傷病鳥獣保護
状況調査

81 秋吉台 山口生物学会に加
入、秋吉科学博物館
との情報交換

82 常盤
83 到津
84 福岡 ・野生生物保護対策検討会

ツシマヤマネコ保護増殖分
科会
・ツシマヤマネコ保護増殖
事業ブリーディング小委員
会

85 大牟田 A082
86 久留米
87 海中動 ・日本野鳥の会福岡支部：野鳥だより福岡

（毎月発行）
・日本野鳥の会：野鳥（毎月発行）

88 ひびき
89 佐世保 ・佐世保自然ガイドブック

・長崎県北松浦郡「世知原町の自然」：川
内野喜治

佐世保版レッドデー
タブック作成

90 長崎バ
90 別府
91 九州 ・野生動物救護ハンドブック、文永堂出版

・野生動物の獣医学、文永堂出版
92 熊本 ・「熊本県の保護上重要な野生動植物－

レッドデータブックくまもと-(1998)、熊本
県希少野生動植物検討委員会
・「日本の絶滅の恐れのある野生生物－
レッドデータブック 脊椎動物編(1991)、環
境庁自然保護局
・野生動物救護ハンドブック、文永堂出版

93 阿蘇
94 フェニ アカウミガメの年次報告書他 宮崎野生動物研究会定例会
95 平川 ・鹿児島のsh全調査事業報告書、県立博物

館
・鹿児島県立博物館研究報告
・奄美博物館館報、名瀬市立奄美博物館
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・生命の島、屋久島産業文化研究所
・自然愛護、鹿児島県自然愛護協会

96 長崎鼻
97 沖縄こ 沖縄島嶼研究(1983-)、琉球大学理学部生物

学科 イリオモテヤマネコ生態実験研究室
98 名護
99 室蘭
100 小樽水
101 オホツ
102 ノシプ トマス A ジェファソン他(1999)：海の哺乳

類FAO種同定ガイド、山田 格訳、NTT出版
ジョセフ R ジェラーシ他(1996)：ストラン
ディングフィールドガイド、山田 格他監
訳、海遊舎

103 広尾
104 サンピ 札幌市豊平川さけ科学館年報 市民及びさけ科学館

職員等による情報
105 ニクス
106 サケ館
107 浅虫
108 男鹿
109 松島
110 加茂 地域や釣り人を対象

に各協力団体が調査
111 新潟 本間義治(1968)：新潟市の海岸動物、新潟

県生物教育研究会、4
本間義冶(1987)：新潟市の海岸動物追加
Ⅱ、新潟県生物教育研究会、22
本間義冶・千葉晃・平野茂樹(1970)：新潟
市の海岸動物追加Ⅰ、新潟県生物教育研究
会、6
井上信夫(1992)：信濃川の流れと魚たち、
十日町市史資料編1 自然、十日町市
増子雄一・田中一正(1989)：新潟県におけ
る外来魚数種の生息地－－オオクチバスと
ブルーギルを中心に、新潟県生物教育研究
会、24
松本史郎(1983)：ブルーギル、新潟県陸水
動物図鑑、本間義冶監修、新潟日報事業社
新潟大学理学部付属佐渡臨海実験
所(1997)：動物分類コード及び動物標本リ
スト、新潟大学理学部付属佐渡臨海実験所
特別報告7
新潟県(1983)：新潟のすぐれた自然 動物
編、新潟県
新潟県(1983)：新潟のすぐれた自然 植物
編、新潟県
清水栄一(1991)：Ⅱ生物 第6章魚類、新潟市
史資料編12 自然、新潟市史編纂自然部会
編、新潟市
植物同好じねんじょ会(1989):飯豊連峰二王
子岳の動物（両生・爬虫類）と植物、植物
同好じねんじょ会、新潟
植物同好じねんじょ会(1991):新潟県菅名岳
の植物と動物（両生・爬虫類・陸産貝
類）、植物同好じねんじょ会、新潟
杉山秀樹(1997)：淡水魚あきた読本、無明
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舎出版
112 上越 本間義冶(1978)、新潟県の淡水魚、動物と

自然、8(10):8-13
本間義冶(1995)、新潟県魚類目録補
訂(XIII）魚、43:11-28
本間義冶他(1988)、日本海沿岸における新
潟県の淡水生物相、新潟大学臨海実験所特
別報告4集
新潟県(1985)、第3回自然環境保全基礎調査
河川調査報告書
関谷伸一(1988)、頚城村の淡水魚、頚城村
史、119-123
帆苅信夫他(1985)、関川の生物群集と水銀
含有量1983年度、新潟県生物教育研究会
誌、第20号、51-61
水沢六郎・箕輪一博(1992)、柏崎地方の魚

「イバラトミヨ水芭
蕉の会（中条町）」
｢玉泉トゲソを守る
会」

113 寺泊 日本海セトロジー研究会グループ(1991-
1999):日本海の鯨たち
新潟県生物教育研究会：新潟県生物教育研
究会誌
本間義冶：新潟県魚類目録補訂

日本海セトロジー研究グ
ループ研究会
新潟河川生態研究グループ

114 小山水
115 大洗
116 犬吠埼
117 鴨川 トマス A ジェファーソン他(1998)：海の哺

乳類、FAO同定ガイド、NTT出版
ジョゼフ R ジェラシ他(1996)：ストラン
ディングフィールドガイド、海遊舎
水産庁(1998)：日本の希少な野生水生生物
に関するデータブック(水産庁編）、日本水
産資源保護協会
希少水産資源保護検討協会(1983)：ワシン
トン条約対象動物資料(水産庁編）、日本水
産資源保護協会
紀伊半島ウミガメ情報交換会、日本ウミガ
メ協会共著(1994)：紀伊半島ウミガメ情報
交換会

国際海洋生物研究所研究集
会
海棲哺乳類ストランディン
グシンポジウム
くじら回遊追跡システムの
開発研究委員会

118 埼玉水 ミヤコタナゴ関係
埼玉県比企郡滑川町教育委員会（１９９

１）：国指定天然記念物緊急調査ミヤコタ
ナゴ調査報告書 滑川町教育委員会

埼玉県水産試験場 （１９９４）：タナ
ゴ類の増殖技術 埼玉県水産試験場
      埼玉県水産試験場 （１９９５）：タナ
ゴ資源復活対策試験 １９９３年度埼玉県水
産試験場業務報告 埼玉県水産試験場 

 人見 允 （１９９３）：圃場整備とミヤ
コタナゴ 農業土木学会誌  Vol.６１ №１１
岡 彬・菅生裕 （１９８４）：ミヤコタナゴ
の人工採苗に関する研究Ⅰ 水産増殖 Vol.３
２ №２

 岡 彬 （昭和６２年）：ミヤコタナゴの
人工採苗に関する研究Ⅲ  神奈川淡水試報
２３号 

 岡 彬 （昭和５３、５４年）：ミヤコタ
ナゴ人工繁殖試験ーⅠ

勝呂 尚之 （１９９６）：ミヤコタナゴ
人工授精における新魚の最適年齢の検討 神
奈川淡水試報 ３２号

ムサシトミヨ保全推進協議
会
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      勝呂 尚之  （１９９５）：ミヤコタナゴ
の近交劣化に関する研究ーⅠ  神奈川淡水試
報 ３１号   
      勝呂 尚之  （１９９６）：ミヤコタナゴ
の近交劣化に関する研究ーⅡ  神奈川淡水試
報 ３２号
      勝呂 尚之  （１９９７）：ミヤコタナゴ
自然採卵による増殖試験ーⅠ 神水研業績
№２６
      勝呂 尚之  （１９９７）：野外池におけ
るミヤコタナゴの網生け簀試験 神水研業績
№２６

 戸井田伸一・岡 彬 （昭和６２年）：ミ
ヤコタナゴ保護増殖受託事業 神奈川淡水試
報 ２３号

 戸井田伸一 （１９８８）：ミヤコタナ
ゴ保護増殖試験 神奈川淡水試報 ２４号  戸
井田伸一 （１９８９）：ミヤコタナゴ保護
増殖試験 神奈川淡水試報 ２５号      戸井田
伸一 （１９９１）：ミヤコタナゴ保護増殖
試験 神奈川淡水試報 ２７号 

 勝呂 尚之 （１９９３）：ミヤコタナゴ
保護増殖事業 神奈川淡水試報 ２９号       勝
呂 尚之 （１９９４）：ミヤコタナゴ保護増
殖事業 奇形魚の出現について 神奈川淡水試
報 ３０号       勝呂 尚之 （１９９５）：ミヤ
コタナゴ保護増殖事業 神奈川淡水試報 ３１
号      勝呂 尚之 （１９９６）：ミヤコタナ
ゴ保護増殖事業 神奈川淡水試報 ３２号
勝呂尚之 他 （平成８年）：ミヤコタナゴ保
護増殖事業 神水研資料 №７

 勝呂尚之 他 （平成１０年）：ミヤコタ
ナゴ保護増殖事業 神水研資料 №１９

勝呂尚之 他 （平成１１年）：ミヤコタ
ナゴ保護増殖事業 神水研資料 №２４

中村守純 （１９７２）：ミヤコタナゴ
の人工繁殖 自然科学と博物館 Vol.３９ №３
～４
田中正 （１９７１）：ミヤコタナゴの生態
と保護 動物と自然 Vol.１ №３
内田博道 （１９８４）：ミヤコタナゴの繁
殖 マツカサガイを使った装置で どうぶつと
動物園 №２
      上野動物園水族館（１９８４）：貝殻を
利用したミヤコタナゴの採卵装置について
動水誌 Vol.２６ №２
      上野動物園水族館（１９８４）：採卵装
置によるミヤコタナゴの繁殖例    動水誌
Vol.２６ №２
      所沢市史編さん委員会（昭和６０年）：
所沢市史 文化財・植物 所沢市

118 埼玉水 （その他） 斉藤 辯 他 （昭和４７年）：ミ
ヤコタナゴ、イトヨ実態調査 栃木水試業務
報告書 斉藤 辯 他 （昭和４８年）：ミヤコ
タナゴ、イトヨ実態調査 Ⅱ 栃木水試業務報
告書 斉藤 辯 （昭和５１年）：栃木県にお
けるミヤコタナゴの保護と調査について 淡
水魚 第２号 君塚芳輝 （昭和５０年）：ミ
ヤコタナゴについて 淡水魚 創刊号 森 文俊
（１９７８）：ミヤコタナゴ増殖記 フィッ
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シュマガジン ６月号 中村守純 （１９７
４）：タナゴの仲間 どうぶつと動物園
№３ 紀平 肇 （昭和５２年）：タナゴと淡
水二枚貝について 淡水魚 第３号 ムサシト
ミヨ関係 池田嘉平 （１９３３）：トゲウ
オの分布とその変異 動物学雑誌 第５３４
号 五十嵐清 （１９６８）：ムサシトミ
ヨPungitius sp. 鱗板の発達について 日水誌
VOL.３４ №１２ 金澤光 （１９８４）：ム
サシトミヨ人工増殖の報告 動物と自然
Vol.１４ №１４ 矢辺徹 （１９９１）：ム
サシトミヨの保護と増殖 どうぶつと動物園
№８ 日本野生生物研究センター （昭和６
１年）：ムサシトミヨ保全計画書 埼玉県
熊谷市久下ムサシトミヨをまもる会 （昭和
６３年）：市指定文化財ムサシトミヨ生態
個体数推定調査及び雑魚駆除報告書 熊谷市
久下ムサシトミヨをまもる会       （その
他）
斉藤 辯 他 （昭和４７年）：ミヤコタナ
ゴ、イトヨ実態調査  栃木水試業務報告書

 斉藤 辯 他 （昭和４８年）：ミヤコタナ
ゴ、イトヨ実態調査 Ⅱ  栃木水試業務報告
書

 斉藤 辯 （昭和５１年）：栃木県におけ
るミヤコタナゴの保護と調査について 淡水
魚 第２号 
君塚芳輝 （昭和５０年）：ミヤコタナゴに
ついて 淡水魚 創刊号
森 文俊 （１９７８）：ミヤコタナゴ増殖記
フィッシュマガジン ６月号

中村守純 （１９７４）：タナゴの仲間
どうぶつと動物園  №３
      紀平 肇 （昭和５２年）：タナゴと淡水
二枚貝について 淡水魚 第３号

ムサシトミヨ関係
池田嘉平 （１９３３）：トゲウオの分

布とその変異 動物学雑誌 第５３４号
 五十嵐清 （１９６８）：ムサシトミ

ヨPungitius sp. 鱗板の発達について 日水誌
VOL.３４ №１２

 金澤光 （１９８４）：ムサシトミヨ人
工増殖の報告 動物と自然 Vol.１４ №１４

 矢辺徹 （１９９１）：ムサシトミヨの
保護と増殖 どうぶつと動物園 №８

 日本野生生物研究センター （昭和６１
年）：ムサシトミヨ保全計画書 埼玉県

 熊谷市久下ムサシトミヨをまもる会
（昭和６３年）：市指定文化財ムサシトミ
ヨ生態個体数推定調査及び雑魚駆除報告書
熊谷市久下ムサシトミヨをまもる会

118 埼玉水  埼玉県水産試験場 （１９９１）：ムサ
シトミヨの種の保全に関する研究 １９９０
年度埼玉県水産試験場業務報告 埼玉県水産
試験場

 埼玉県水産試験場 （１９９２）：ムサ
シトミヨの種の保全に関する研究 １９９１
年度埼玉県水産試験場業務報告 埼玉県水産
試験場
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 埼玉県水産試験場 （１９９３）：ムサ
シトミヨの種の保全に関する研究 １９９２
年度埼玉県水産試験場業務報告 埼玉県水産
試験場

 埼玉県水産試験場 （１９９５）：ムサ
シトミヨの種の保全に関する研究 １９９３
年度埼玉県水産試験場業務報告 埼玉県水産
試験場

 埼玉県水産試験場 （１９９５）：ムサ
シトミヨの種の保全に関する研究 １９９４
年度埼玉県水産試験場業務報告 埼玉県水産
試験場

 埼玉県水産試験場 （１９９６）：ムサ
シトミヨの種の保全に関する研究 １９９５
年度埼玉県水産試験場業務報告 埼玉県水産
試験場

 埼玉県水産試験場 （１９９８）：ムサ
シトミヨの種の保全に関する研究 １９９６
年度埼玉県水産試験場業務報告 埼玉県水産
試験場

 埼玉県水産試験場 （平成４年）：平成
３年度ムサシトミヨ種の保全事業報告書 ム
サシトミヨの種の保全に関する研究  埼玉県
水産試験場

 埼玉県水産試験場 （平成５年）：平成
４年度ムサシトミヨ種の保全事業報告書 ム
サシトミヨの種の保全に関する研究  埼玉県
水産試験場

 高野昌弘、野村博、大友芳成  （１９９
６）：ムサシトミヨの種の保全研究 埼玉県
水産試験場研究報告 ５４号 埼玉県水産試験
場 

 鈴木栄、大友芳成、鈴木邦雄  （１９９
８）：人工水路内におけるムサシトミヨの
産卵期について 埼玉県水産試験場研究報告
５６号 埼玉県水産試験場 

 熊谷市教育委員会 （１９８９）：ムサ
シトミヨ保護活動報告書 熊谷市教育委員会
熊谷市久下ムサシトミヨをまもる会 （昭和
６３年）：市指定文化財ムサシトミヨ生体
個数推定調査及び雑魚駆除報告書
Suzuki,A&Takeda,M （１９９１）：A
preliminary report on the Sticklback species
Pungitius pungitius (linnaeus) and Pungitius sp.
Nakamura 
(Musasitomiyo) of the family Gasterosteidae  

 Chromosome
Information Service №５０

118 埼玉水  （その他）
赤井 裕 （１９８０）：ムサシトミヨの記録
１ 桐朋学園生物部部報 №２０

 赤井 裕・斉藤裕也 （１９８２）：危機
に陥る最後のムサシトミヨ  淡水魚 第８号
内山 隆 （昭和５３年）：ムサシトミヨの
産卵について 淡水魚 ４号
河端寛司 （１９８４）：ムサシトミヨに感
ずること 淡水魚 １０号
コマツ直樹 （１９８９）：狭山丘陵で採れ
たムサシトミヨについて 淡水魚保護
田倉米造 （平成２年）：いきもの紀行・ム
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サシトミヨ①～⑮ わだち
その他

長田芳和・細谷和海 （１９９７）：日本の
希少淡水魚の現状 緑書房
リバーフロント整備センター （１９９
６）：川の生物図典 山海堂
自然環境アセスメント研究会 （１９９
５）：自然環境アセスメント技術マニュア
ル 自然環境研究センター

埼玉県動物誌編集委員会 （１９７
８）：埼玉県動物誌 埼玉県教育委員会

 埼玉県教育委員会 （１９９０）：埼玉
の希少動物 天然記念物基礎調査報告書 埼玉
県教育委員会
      埼玉県 （１９９６）：さいたまレッド
データブック 埼玉県希少野生生物調査報告
書 動物編 埼玉県
      埼玉県 （昭和６１年）：新編埼玉県史
別冊３自然 埼玉県
埼玉県 （１９８７）：荒川 自然 荒川総合
調査報告書Ⅰ 埼玉県
      埼玉県 （１９９３）：中川水系 総論・
自然 埼玉県
      金澤光  （１９９１）：埼玉県に生息す
る魚類の総括的知見 埼玉水試研報 ５０号
      埼玉県水産試験場 （１９９２）：埼玉
県の生息魚類調査 １９９１年度埼玉県水産
試験場業務報告 埼玉県水産試験場 
      埼玉県水産試験場 （１９９３）：埼玉
県の生息魚類調査 １９９２年度埼玉県水産
試験場業務報告 埼玉県水産試験場 
      埼玉県水産試験場 （１９９５）：埼玉
県の生息魚類調査 １９９３年度埼玉県水産
試験場業務報告 埼玉県水産試験場 
      埼玉県水産試験場 （１９９５）：埼玉
県の生息魚類調査 １９９４年度埼玉県水産
試験場業務報告 埼玉県水産試験場 
      埼玉県水産試験場 （１９９６）：埼玉
県の生息魚類調査 １９９５年度埼玉県水産
試験場業務報告 埼玉県水産試験場 
      日本水産資源保護協会 （１９９８）：
日本の希少な野生生物に関するデータブッ
ク 日本水産資源保護協会

119 サンシ
120 葛西水
121 品川水 東京湾の地形・土質と水、貝塚爽平、築地

書館
東京湾の歴史、高橋在久、築地書館
東京湾の生物誌、沼田 真他、築地書館
東京湾、小倉紀雄、恒星社厚生閣

122 読売
123 油壺
124 江ノ島 神奈川県立生命の星・地球博物館（1995)：

神奈川県レッドデータ生物調査報告書、神
奈川県植物誌調査会
神奈川県立生命の星・地球博物館（1995)：
追われる生きものたち、特別展図録
環境庁(1991)：日本の絶滅のおそれのある

相模湾海洋生物研究会
藤沢メダカの学校をつくる
会
国立科学博物館学芸員研修
等

地域の自然誌研究
者・漁業者等との情
報交換
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野生生物（脊椎動物編）、日本野生生物研
究センター
花輪伸一他(1996)：WWFJapanサイエンスレ
ポート第3巻（日本における干潟海岸とそこ
に生息する底生生物の現状）、WWFJ
セーブ・マリンマンマル事業検討委員
会(1997)：座礁・混獲した鯨類への対処
法、日本鯨類研究所
Geraci J.R 他(1996)：ストランディング
フィールドガイド 海の哺乳類、海遊舎
神奈川県下の野生動物情報 神奈川県立博物
館、横須賀市博物館、平塚市博物館の研究
報告に掲載あり

125 八景島
126 三津
127 淡島 板井隆彦(1995):静岡県における淡水魚類の

保護、環境ｼｽﾃﾑ研究、2:41-52
128 下田 佐尾和子他(1995：プラスチックの海、海洋

工学研究所出版部
うみがめのニュースレター編集委員会
（1989-）うみがめのニュースレター、うみ
がめのニュースレター編集委員会
紀伊半島ウミガメ情報交換会他(1994)：ウ
ミガメは減っているか、紀伊半島ウミガメ
情報交換会

日本ウミガメ会議

129 アンデ
130 東海大 各学会誌から 動水協及び各学会への参加 地元漁師などからの

情報収集
131 魚津
132 能登島 ・「日本の絶滅の恐れのある野生生物－

レッドデータブック 脊椎動物編(1991)、環
境庁自然保護局
・野生動物救護ハンドブック、文永堂出版
・日本水産資源保護協会、日本の希少な野
生水生物に関する基礎資料 Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、
データブック 96-98
・石川県環境部自然保護課 石川の動植物、
石川県、1993
・石川県淡水魚類研究会 石川県の淡水魚
類、石川県環境部自然保護課、1996

日本海セトロジー研究会

133 越前 ・福井県自然環境保護調査研究会、陸水生
物部会 調査・編集（1998）、福井県の陸水
生物、福井県民生活部自然保護課
・(社）日本水産資源保護協会(1998)、日本
の希少な野生水生生物に関するデータブッ
ク(水産庁編）
・福井県大百科事典(1991)、福井新聞社

134 蓼科 松本盆地生物研究会：松本
盆地から諏訪盆地にかけて
の動植物分布調査及び報告
会。近年、外来種の生息域
拡大についての検討をして
いる。また、図鑑作成を
し、一部は刊行。「松本盆
地の陸水動物」。

135 竹島
136 南知多 日本ウミガメ会議
137 碧南 矢作川研究No.1-3 豊田市矢作川研究所
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138 名港水 ウミガメ類の漂着個
体の調査

139 琵琶湖 岩槻他(1997)：生物の種多様性 裳書房
裳書房(1997)：生物の多様性とその保全、
生命の科学遺伝別冊No.9、裳書房
川那部(1996)：生物多様性維持利用のため
の保全地域理論、文部省
滋賀水試(1997)：琵琶湖及び河川の魚類等
の生息状況調査報告書、滋賀県水産試験場
(社）日本水産資源保護協会(1995-97)：日本
の希少な野生生物に関する基礎資料Ⅰ、
Ⅱ、
(社）日本水産資源保護協会(1998)：日本の
希少な野生生物に関するレッドデータブッ
ク
長田他(1997)：日本の希少淡水魚の現状と
系統保存、日本魚類学会
矢原他(1996)：保全生態学入門、文一総合
出版
近畿地方建設局(1991)：淀川高時川ダム建
設事業、環境影響評価
滋賀県(1982)：滋賀県の野鳥、滋賀県
森誠一編：魚から見た水環境、信山ｻｲｴﾝｽ
水野信彦：魚にやさしい川のかたち、同
桜井善雄：続・水辺の環境学、新日本出版
社
森誠一：トゲウオのすむ川、中公新書

生きもの総合調査委員会鳥
類・魚貝類専門部会に参加

県内在住の日本野鳥
の会、滋賀県野鳥の
会の会員からの情報

140 宮津
141 鳥羽 シンポジウムに参加 研究者との情報相互

交換
県魚政課からの海産
哺乳類の情報入手

142 志摩

三重県教育委員会、都迂回淡水生物研究
会(1993)：天然記念物ネコギギ－三重県に
おける分布、生態調査報告
東海淡水生物研究会、岐阜県可茂土木事務
所(1996)：猿飛橋の架け替え工事に伴う国
指定天然記念物ネコギギの生息調査と保護
長田芳和他(1997)：日本の希少淡水魚の現
状と系統保存、緑書房

平成11年度(3回）
調査方法、内容、調査の実
施、保全対策検討等。その
後工事の進捗をみて必要年
度に開催。

143 二見
144 白浜 紀伊半島のウミガメ（10年のあゆみ）、紀

伊半島ウミガメ情報交換会
ウミガメは減っているか（その保護と未
来）、紀伊半島ウミガメ情報交換会、日本
ウミガメ協議会
紀伊半島ウミガメニュースNo.1-18、紀伊半
島ウミガメ情報交換会
ウミガメニュースレターNo,10-42、ウミガ
メニュースレター編集委員会

紀伊半島ウミガメ情報交換
会

145 くじら 加藤秀弘･宮崎信行(1986- ）：ストランディ
ング、鯨研通信、第36号

海棲哺乳類ストランディン
グシンポジウム（1997年）
国立科学博物館、東京大学
海洋研究所

146 串本 地元からの電話や情
報

147 和自博 我が国における保護上重要な植物種及び群
落に関する研究委員会種分科会編



別表３

集(1989)：我が国における保護上重要な植
物種の現状、(財）日本自然保護協会
レッドデータブック近畿研究会編
著(1995)：近畿地方の保護上重要な植物－
レッドデータブック近畿－、関西自然保護
機構
黒田隆司(1986)：和歌山県の野鳥、和歌山
県立日高高校生物部紀要
山口寿久(1989)：外国から日本に移住した
フジツボ類、特に地理分布及び生態の変
化、神奈川自然誌資料

148 海遊館 現在は高知県土佐清
水市以布利にて基礎
的な情報（魚類標本･
潜水して生態撮影な
ど）収集中

149 須磨 希少淡水魚繁殖検討委員会 一般からの情報収集
150 城崎 兵庫県自然保護協会(1997)：ひょうごの野

生動物、神戸新聞総合出版センター
兵庫県生物学会但馬支部(1990)：但馬の自
然、神戸新聞総合出版センター
日本水産資源保護協会(1998)：日本の希少
な野生水生生物に関するデータブック(水産
庁編）、博秀工芸

近隣野鳥の会等から
の情報

151 姫路水 兵庫県生物学会編(1997)：兵庫の自然探
訪、交友印刷
兵庫陸水生物、兵庫陸水生物研究会誌
兵庫生物、兵庫生物学会誌
水辺、兵庫水辺ネットワーク誌
あしあと、兵庫自然保護協会誌
CONK、関西自然保護機構誌
前田憲男(1989)：日本カエル図鑑、文一総
合出版
日高敏隆監修(1996)：日本動物大百科５両
生類、爬虫類、軟骨魚類、平凡社

兵庫県生物学会
兵庫陸水生物研究会
兵庫水辺ネットワーク
関西自然保護機構

152 玉野
153 屋島
154 桂浜
155 足摺 足摺宇和海国立公

園、足摺地域指定書
及び公園計画書（環
境庁）

156 お魚館 南宇生物会報
愛媛自然史研究会会報

157 宮島
158 下関 ｍｔDNA塩基配列分析による日本産スナメ

リの地理的分化の検討(1997)
鯨類通信 各号

種保存会議、ブロック研修
会、海獣技術者研究会

目撃情報の収集、関
門海峡における目視
調査

159 海中水 長田芳和他(1997)：日本の希少淡水魚の現
状と系統保存、緑書房
環境庁(1991)：ニッポンバラタナゴの保護
増殖検証事業報告書
亀崎直樹他：ウミガメは減っているか、日
本ウミガメ協議会
同上：日本のウミガメの産卵他、日本ウミ
ガメ協議会
平成8－10年度自然環境調査、カブトガニの
保全及び生息調査、福岡市環境局

貴重種対策検討委員会(北
九州市）
福岡市カブトガニ保全対策
協議会

１ 各漁協に対しての
情報収集
２ 講演･講話による
啓発
３ 地域住民からの情
報収集
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カブトガニの棲む干潟、大分県
糸島の自然、糸島自然研究会

160 大分
161 天草 漁協や関係者からの

情報提供依頼
162 鹿児島 橋本惇他(1994)：なぞの生物チューブワー

ム、Newton
Tomoyuki Miura et al(1997):Lamellibrachia
satsuma, a new species of vestimentiferan
worms from a shallow hydrothemal vent in
Kagoshima Bay, Japan.
Proceedings of the biological society of
Washington 110(3):447-456, 1997
橋本惇他(1993)：有光層におけるハオリム
シの発見、しんかいシンポジウム報告書

平成9年度海洋科学技術セ
ンター研究報告会など

・市民、ボランティ
アからの情報収集
・海洋科学技術セン
ター調査船「なつし
ま」「ドルフィ
ン3K」の鹿児島湾に
おける調査潜航の洋
上観察他
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